
令和 4年（2022 年）11月　くまがや市議会だより　第69号 14人権尊重宣言都市・くまがや

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
三浦　和一
小島　正泰
腰塚菜穂子
鈴木　理裕
影山　琢也

熊
谷
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
条
例
に
つ
い
て

問　

定
年
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
職
員

の
年
齢
構
成
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
新
規
職
員
の
採
用
へ
の
影
響
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

今
後
の
職
員
の
定
数
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
定
年
の
引
上
げ
の
期
間

中
に
お
い
て
も
一
定
の
新
規
採
用
者
を
継

続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も

踏
ま
え
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
た
め
に
必
要
な
職
員

数
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
く
。

問　

職
員
が
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
や
60
代
の

キ
ャ
リ
ア
な
ど
を
考
え
た
り
、
学
べ
た
り

す
る
機
会
を
改
め
て
提
供
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

現
状
で
は
、
60
歳
以
降
の
働
き
方
を

具
体
的
に
情
報
提
供
し
た
り
、
相
談
し
た

り
す
る
よ
う
な
機
会
は
な
い
が
、
今
後
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

（
職
員
課
）

熊
谷
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

育
児
休
業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
育
児
休
業
の
取
得
人

数
と
取
得
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
の

取
得
人
数
は
、
女
性
職
員
27
名
、
男
性
職

員
３
名
の
合
計
30
名
で
、
取
得
率
は
、
女

性
職
員
は
１
０
０
％
、
男
性
職
員
は
10
％

で
あ
っ
た
。

（
職
員
課
）

熊
谷
市
定
住
人
口
増
加
の
た
め
の
固
定
資

産
税
等
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

課
税
免
除
に
よ
る
定
住
人
口
増
加
の

効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

こ
の
制
度
は
平
成
27
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
、
令
和
４
年
度
ま
で
で
、
適
用
件
数
は

延
べ
１
９
３
２
件
、
転
入
者
数
は
５
８
０
５

人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
申
請
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
約
３
割
の
方
か
ら
本
市

に
転
入
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う
回
答

を
頂
い
て
い
る
の
で
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
る
。

（
資
産
税
課
）

熊
谷
市
債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

問　

主
な
私
債
権
の
現
在
の
滞
納
額
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　

令
和
３
年
度
の
収
入
未
済
額
等
で
、
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
が
約
４
億
９
０
０
万

円
、
学
童
保
育
料
が
約
１
６
０
万
円
、
市
営

住
宅
使
用
料
が
約
１
６
０
０
万
円
、
学
校
給

食
費
が
約
１
０
０
０
万
円
、
水
道
料
金
が
納

期
未
到
来
の
も
の
を
除
い
て
約
３
６
０
０
万

円
で
あ
る
。

問　

強
制
徴
収
公
債
権
と
私
債
権
以
外
の

非
強
制
徴
収
公
債
権
の
滞
納
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

令
和
３
年
度
の
収
入
未
済
額
等
で
、

強
制
徴
収
公
債
権
が
約
13
億
４
０
０
０
万

円
、
私
債
権
以
外
の
非
強
制
徴
収
公
債
権

が
約
１
億
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

債
務
者
に
関
す
る
情
報
の
共
有
に
つ

い
て
、
対
象
と
な
る
債
権
を
所
管
す
る
全

て
の
部
署
で
相
互
利
用
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
伺
い
た
い
。

答　

現
在
、
全
て
の
事
業
が
統
一
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は

な
く
、
債
権
管
理
用
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
予
定
も
な
い
た
め
、
当
面
の

間
は
、
情
報
の
利
用
や
収
集
は
、
情
報
を

利
用
す
る
課
が
情
報
を
保
有
す
る
課
に
書

面
等
に
よ
り
照
会
し
て
回
答
を
得
る
方
法

で
運
用
し
て
い
く
。

（
納
税
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
）
に
つ
い
て

問　

庁
舎
間
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
て
も
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
今
後
も

推
進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、
別

の
シ
ス
テ
ム
に
転
用
す
る
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
に
向
け
て
の
試
験
的
な
役
割
で
の
設

置
と
考
え
て
よ
い
の
か
伺
い
た
い
。

答　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
多

様
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
あ
る
意
味
で
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
捉
え
て
い
る
が
、
導
入
後
に
は
様
々
な

課
題
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
る
も
の
と

考
え
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
シ
ス

テ
ム
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問
問
同
事
業
に
つ
い
て
、
電
子
署
名
な
ど

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
押
印
手
続
き

も
不
要
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
今
後
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
手
続
き

を
完
結
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。

答　

現
状
で
は
相
談
に
と
ど
ま
る
が
、
今
後

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
可
能
か
ど
う
か
、
相
談
業
務
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

同
事
業
に
つ
い
て
、
分
庁
舎
方
式
は

将
来
的
に
は
廃
止
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

（
次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
続
く
）

委員会での主な質疑



令和 4年（2022 年）11月　くまがや市議会だより　第69号15 非核平和宣言都市・くまがや

　
環
境
産
業
常
任
委
員
会
　
　
　
委員長
　田中　　正
副委員長
　守屋　　淳
委員
栗原　健曻
桜井くるみ
小林　一貫
野澤　久夫
小鮒　賢二

　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　
　
　

委員長
　中島　千尋
副委員長
　新島　一英
委員
大久保照夫
須永　宣延
黒澤三千夫
林　　幸子
千葉　義浩
白根　佳典

　
都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
　関口　弥生
副委員長
　小林　國章
委員
富岡　信吾
森　　新一
石川　広己
権田　清志
山下　一男

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
前
の
ペ
ー
ジ
の

続
き

い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
事
業
を
提

案
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

答　

公
共
施
設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
け
る
本
庁
舎
の
建
て
替
え
は
２
０
３
６
年

度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
市
民
の
利

便
性
、
業
務
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
効

率
的
な
手
法
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

（
企
画
課
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
）

問　

江
南
体
育
館
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
で
計
上
し
た

理
由
を
伺
い
た
い
。

答　

令
和
２
年
度
に
耐
震
診
断
、
令
和
３
年

度
に
耐
震
補
強
設
計
を
行
っ
た
の
で
、
本
来

で
あ
れ
ば
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
耐
震
補
強
設
計
に
併

せ
、
第
三
者
耐
震
評
価
判
定
委
員
会
の
審
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
審
査
結
果
に
よ
っ

て
は
耐
震
工
事
の
内
容
や
工
事
期
間
の
変
更

も
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
へ
の

計
上
を
見
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
観
光
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（（
仮
称
）

道
の
駅
「
く
ま
が
や
」
外
周
道
路
整
備
工
事
）

に
つ
い
て

問　

工
事
施
工
箇
所
の
農
地
転
用
手
続
き
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

農
用
地
区
域
に
含
ま
れ
る
農
地
の
除
外

手
続
き
等
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
が
終
了
し
た

後
に
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

（
東
部
地
域
開
発
推
進
室
）

令
和
４
年
度　

熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
農
林
水
産
業
費
）
に
つ
い
て

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
際
に
携
帯
し
、
航
空
写
真
を
用
い

て
の
境
界
等
の
確
認
、
現
地
で
の
情
報
入
力

の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
農
業
委
員
会

事
務
局
の
端
末
に
集
積
す
る
等
に
、
ま
ず
は

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

熊
谷
市
手
数
料
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
が
追
加

さ
れ
た
目
的
を
伺
い
た
い
。

答　

住
宅
の
質
の
向
上
に
加
え
、
既
存
住
宅

を
安
心
し
て
購
入
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整

備
し
、
既
存
住
宅
の
流
通
市
場
を
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
建
築
審
査
課
）

熊
谷
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問　

汚
水
排
除
量
認
定
基
準
の
一
般
用
に

は
、
家
事
汚
水
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
種
類

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　
一
般
用
に
は
家
事
汚
水
の
ほ
か
に
、
団
体

汚
水
、
営
業
汚
水
、
工
業
汚
水
と
な
っ
て
い
る
。

問　

今
回
の
使
用
料
の
改
定
に
よ
っ
て
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
は
解
消
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

赤
字
補
塡
と
し
て
の
一
般
会
計
繰
入
金

に
つ
い
て
は
、
解
消
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

（
経
営
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

問　

児
童
福
祉
業
務
経
費
の
返
納
金
に
つ
い

て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
費
補
助
金
に
係
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、

見
込
み
額
と
差
が
生
じ
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

答　

受
給
す
る
た
め
に
申
請
が
必
要
な
高
校

生
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
や
、
公
務
員

世
帯
の
養
育
者
の
状
況
が
把
握
で
き
ず
、
国

が
示
し
た
算
定
式
に
よ
り
積
算
を
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
世
帯
の
う
ち
、
所
得
制
限
超
過
に

よ
り
受
給
で
き
な
い
世
帯
等
が
、
見
込
み
よ

り
多
く
な
り
差
額
が
生
じ
た
。

問　
「
総
合
戦
略
」
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
に
つ
い
て
、
今
後
、
W
i
t
h 

コ
ロ
ナ
と

い
わ
れ
る
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
課

題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
か
。

答　

今
後
も
当
面
の
間
、
利
用
人
数
の
制
限

や
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
現
在
も

実
施
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
こ
ど
も
課
）

委員会での主な質疑


